『後撰和歌集』普通名詞の作者名について by 福田 孝 & Fukuda Takashi





































・未分化の詞書にあっても 「はべり」 「まかる」 など勅にしたがっ








現存諸本の持つ徴証からは後撰集の現存諸本について次の二つの解釈ができるであろう、 一つは、 古今集 倣っ 「詞書＋作者名表記」の体裁を目指していた─撰集資料をもと
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消してわざわざ詞書内 書き入れるという操作が想定し くいためである。未分化の詞書が古いものと見られる。ほかに、承安三年本・雲州本とが堀河本同様に未分化 ある、対して承保三年本 ・ 無年号Ａ類本 ・ Ｂ類 と は作者名表記部分にのみ「もとの女」とある。　
②贈答の答歌では堀河本同様、雲州本・無年号Ａ類本・Ｂ類
本が無表記である。堀河本は単純な誤脱ではなさそうである。贈歌の詞書内 「女」 「は めてあひしれりけ 女」 「はしめてあひしりて侍女」により答歌作者が「女」であることは知られ答歌の作者名表記部分は無くても構わないところであり
（９）
、伝坊
門局本や天福本 作者名 ように「女」 「よみ人しらす」 差違が生じる は後世の書写者らが恣意的に各人作者名表 部分に書き付けたためと考えると理解しやすい ほかに承安三年本・承保三年本で作者名表記部分は「 み人しらす」である。　
①贈答の答歌でも伝坊門局本 ・ 天福本にある「よみ人しらす」
が堀河本では無表記であ 。承安三年本も無表記であり、やり堀河本は誤脱ではなさそうである。②同様、詞書内「大納言
国経朝臣家に侍ける女」 「大納言くにつねの卿に侍ける女」 「大納言 の家に侍ける女」から答歌作者が「女」であ ことは知られ答歌の作者名表記部分は無くても構わないところである。堀河本・承安三年本のような無表記がもとの様態であると見え、伝坊門局本・天福本の「 み人しらす」は後世の書写者が作者名表記部分に書き付けたと見え 。 ほかに承保三年本 ・無年号Ａ類本・Ｂ類本で「よみ人しらす」と っている。　
④では堀河本は
714番歌作者名「きよなりか女」の脈絡下にあ














た様相と見えるが、実は の様態がもともとの後撰集の本文のあり方であったと見え た当該箇所から見る限りは「女」 「もとの女」といった普通名詞は後撰集において作者名表記部分にもともと書かれてい と見えないのである。　　　
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」 「 「いつ」 「ど


















































































「題しらず」でない詞書）と「よみ人 らず」との関連を触れておきたい。古今集千百首中に「よみ人しらず」歌は四百二十五首ある。このうち「寛平御時きさいの宮の歌合のうた」のような歌合歌が十首・物名歌 七首・贈答歌関係歌が十首（古今集に贈答 は十八組なので十首は多い、後出）であり、三百九十七首が残る。そのうち有題の詞書の歌は四首（後述）で 残る三百九十四首が「題しらず」歌となる。したがって古 集においては「よみ人しらず」歌はほとんどが「題 らず」る（ 「題しらず
　
在原行平朝臣」のように、作者名が記される












七百首、うち単独詠 中に「題しらず」歌は二百四十四首しかない。歌合歌が九首、有題の詞書を持つ歌が二百八十首である。古今集とは事情が異なる。贈答歌は全部で百八十七組三百八十八首あり、そのうち贈歌か答歌 いずれかのよみ人が知られない贈答歌は九十六組あり、その中によみ人しらず歌は百六十七首ある（ 「題しらず」で記名 は七十七首、 「題しらず」の贈答歌で贈歌答歌ともに記名である 答は十一組ある） 。後撰は歌は作歌事情によってま 性格付けられるのである。　
さて、古今集のなかにあって後撰集的な詞書を持つ歌がある。













































































































































































































































































































































































































こうした未分化の詞書が本来的なものなのであろう（ 「侍り」叙述である） 。単純な所為によった天福本 ような本文は古今集の詞書とは似て非なるものである。後撰集撰者はこうした稚拙な所為はなさないであろう
　（ 『詞のつかね緒』で宣長は詞書から語「つらゆき」をすべて無くす。　　　
すみ侍ける女、みやづ へし侍けるを、
　　　
その友だちなりけるをんなと、おなじ車にて
　　　
まうできたり り、
　　　
妻なる女、まらうどに、あるじせんとて、
　　　
まかりおりて侍りけるほどに、
　　　
かの女を思ひかけて侍ければ しのびて車にいひいれ侍ける
　　　
つらゆき
　
これだと作者名「つらゆき」は却って影響力を持って詞書全体を覆う とになる。古今集の詞書に準ずるならばこうした書き方になるのであろう）
